
林業経済研究の論点 －５０年の歩みから－

－目 次－

推薦文 林野庁長官 川村秀三郎

林業経済学会５０周年によせて 林業経済学会 会長 餅田治之

第１部 年代別研究動向

第１章 草創期（１９４５～５４）の研究動向（半田良一） ３

Ⅰ ４０年代後半－戦後改革と林業経済の対応－ ４

１． 資本と林業との関係 ４

２． 農業と林業との関係 ７

Ⅱ ５０年代前半－林業経済研究の自立の歩み－ ９

１． 林業環境の好転と研究視点の拡大 ９

２． 林業経済研究の定量的側面 １２

３． 木材価格論と林業地代論 １３

４． その他の業績 １８

第１章参考資料 ２２

第２章 発展期（１９５５～６４）の研究動向（福島康記） ３１

１． 本章の主要課題 ３１

２． 石渡・鈴木の地代論と岡村の林業近代化論 ３１

３． 林業資本主義化を巡る諸研究 ３４

４． 高度経済成長期の林業・林政 ４０

５． 経済国際化の進展と基本法林政 ４２

６． 山村問題について ４６

７． 林業労働問題研究について ４９

#rP i

／【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／日本林業調査会／１７１４３７／目次  2006.11.06 09.43.32  Page 696 Black



第３章 １９７０年代の研究動向（笠原義人） ５９

１． はじめに ５９

２． 林業白書「特集テーマ」に見る政策基調の推移 ５９

３．１９７０年代の林業経済研究活動の特徴 ６０

４． 課題別にみた１９７０年代の林業経済研究動向 ６４

第４章 １９８０年代の研究動向（宮林茂幸） ７３

１． はじめに ７３

２．１９８０年代の日本経済の特徴と森林・林業・山村問題 ７４

３．１９８０年代の林業経済研究の動向 ７６

４． おわりに ８２

第５章 １９９０年代の研究動向（土屋俊幸） ８９

１．１９９０年代林政の流れと林業経済研究 ８９

２．『林業経済研究』誌掲載論文に見る研究分野の変遷 ９７

３．『林業経済研究』誌掲載論文に見る対象地域の傾向 ９９

４． まとめ １００

第２部 分野別研究動向，関連文献および選著解題

第１章 森林・林業政策（堺正紘・泉英二・柿澤宏昭） １０５

Ⅰ 森林・林業政策の研究動向 １０５

１． はじめに １０５

２． 第１期 戦後造林から林業基本法の成立まで １０６

３． 第２期 基本法林政の展開過程（１９６５年～１９７６年） １０６

４． 第３期 地域林業政策への転換，

流域林業まで（１９７７年～１９９０年） １０８

５． 第４期 流域林業政策から森林・林業基本法まで（１９９１年～２０００年）

１０９

Ⅱ 森林・林業政策関連文献 １１１

Ⅲ 森林・林業政策選著解題 １１８

第２章 林業構造論（餅田治之・志賀和人・駒木貴彰・藤掛一郎） １２３

Ⅰ 林業構造論研究の課題と展望 １２３

１． はじめに １２３

２． 農業に現れた構造論 １２４

３． 構造論と地代論 １２５

４． 林業構造論 １２７

５． 基本問題答申で示された日本林業の構造的理解 １３０

６． 林業発展類型の構造論 １３２

７． その後の林業構造論 １３３

Ⅱ 林業構造論関連文献 １３６

Ⅲ 林業構造論選著解題 １４３

第３章 林業地代論（黒瀧秀久・三木敦朗・小山淳哉） １４７

Ⅰ 林業地代論の研究史と課題 １４７

１． 林業地代論の射程 １４７

２． 研究前史 １４８

３． 第Ⅰ期－封建制と造林補助金をめぐって １４９

４． 第Ⅱ期－林業の資本主義化と理論のモデル化 １５１

５． 第Ⅲ期－再検討の時期 １５３

６． 新しい林業地代論研究へ １５４

Ⅱ 林業地代論関連文献 １６１

Ⅲ 林業地代論選著解題 １７０

第４章 入会林野論（岡田秀二・佐々木一也） １７３

Ⅰ 入会林野論の研究動向 １７３

ii iii

／【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／日本林業調査会／１７１４３７／目次  2006.11.06 09.43.32  Page 698 Black



第３章 １９７０年代の研究動向（笠原義人） ５９

１． はじめに ５９

２． 林業白書「特集テーマ」に見る政策基調の推移 ５９

３．１９７０年代の林業経済研究活動の特徴 ６０

４． 課題別にみた１９７０年代の林業経済研究動向 ６４

第４章 １９８０年代の研究動向（宮林茂幸） ７３

１． はじめに ７３

２．１９８０年代の日本経済の特徴と森林・林業・山村問題 ７４

３．１９８０年代の林業経済研究の動向 ７６

４． おわりに ８２

第５章 １９９０年代の研究動向（土屋俊幸） ８９

１．１９９０年代林政の流れと林業経済研究 ８９

２．『林業経済研究』誌掲載論文に見る研究分野の変遷 ９７

３．『林業経済研究』誌掲載論文に見る対象地域の傾向 ９９

４． まとめ １００

第２部 分野別研究動向，関連文献および選著解題

第１章 森林・林業政策（堺正紘・泉英二・柿澤宏昭） １０５

Ⅰ 森林・林業政策の研究動向 １０５

１． はじめに １０５

２． 第１期 戦後造林から林業基本法の成立まで １０６

３． 第２期 基本法林政の展開過程（１９６５年～１９７６年） １０６

４． 第３期 地域林業政策への転換，

流域林業まで（１９７７年～１９９０年） １０８

５． 第４期 流域林業政策から森林・林業基本法まで（１９９１年～２０００年）

１０９

Ⅱ 森林・林業政策関連文献 １１１

Ⅲ 森林・林業政策選著解題 １１８

第２章 林業構造論（餅田治之・志賀和人・駒木貴彰・藤掛一郎） １２３

Ⅰ 林業構造論研究の課題と展望 １２３

１． はじめに １２３

２． 農業に現れた構造論 １２４

３． 構造論と地代論 １２５

４． 林業構造論 １２７

５． 基本問題答申で示された日本林業の構造的理解 １３０

６． 林業発展類型の構造論 １３２

７． その後の林業構造論 １３３

Ⅱ 林業構造論関連文献 １３６

Ⅲ 林業構造論選著解題 １４３

第３章 林業地代論（黒瀧秀久・三木敦朗・小山淳哉） １４７

Ⅰ 林業地代論の研究史と課題 １４７

１． 林業地代論の射程 １４７

２． 研究前史 １４８

３． 第Ⅰ期－封建制と造林補助金をめぐって １４９

４． 第Ⅱ期－林業の資本主義化と理論のモデル化 １５１

５． 第Ⅲ期－再検討の時期 １５３

６． 新しい林業地代論研究へ １５４

Ⅱ 林業地代論関連文献 １６１

Ⅲ 林業地代論選著解題 １７０

第４章 入会林野論（岡田秀二・佐々木一也） １７３

Ⅰ 入会林野論の研究動向 １７３

ii iii

／【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／日本林業調査会／１７１４３７／目次  2006.11.06 09.43.32  Page 698 Black



１． 入会研究の主要論点・学説史概要 １７３

２． 林政学分野の入会研究の系譜 １７８

３． 研究論文整理 １８２

４． 入会研究のコモンズ研究化 １９１

Ⅱ 入会林野論関連文献 １９７

Ⅲ 入会林野論選著解題 ２０１

第５章 国有林野論（神沼公三郎・飯田繁・大浦由美） ２０５

Ⅰ 国有林野論の研究動向 ２０５

１．１９７０年代初頭まで ２０５

２．１９７０年代初頭から１９８０年代終盤の研究動向 ２０７

３．１９９０年代以降の研究動向 ２０９

４． 国有林研究の意義と今後の方向性 ２１２

Ⅱ 国有林野論関連文献 ２１９

Ⅲ 国有林野論選著解題 ２３０

第６章 林家経営論（佐藤宣子・興梠克久・田中亘・能本美穂） ２３３

Ⅰ 林家経営論の研究動向 ２３３

１． 林家経営論の視角と方法 ２３３

２． 戦後林家研究発展の端緒 ２３５

３． 大規模林家研究の展開 ２３５

４． 中小林家研究の動向 ２４０

５． 近年の研究動向と今後の課題 ２４７

Ⅱ 林家経営論関連文献 ２５５

Ⅲ 林家経営論選著解題 ２６４

第７章 林業労働論（小池正雄・菊間満・古川泰） ２６９

Ⅰ 林業労働論の研究動向 ２６９

１． はじめに ２６９

２． 戦後復興期までの林業労働研究の展開 ２７１

３． 高度経済成長期以降バブル期まで ２７３

４． バブル期以降１９９０年代末まで ２７８

５．２１世紀に入った現在における林業労働研究の現状 ２８３

Ⅱ 林業労働論関連文献 ２９０

Ⅲ 林業労働論選著解題 ３０２

第８章 森林組合論（笠原義人・鈴木喬・井口隆史・枚田邦宏） ３０７

Ⅰ 戦後森林組合論の研究動向 ３０７

１．１９６４年以前の研究 ３０７

２．１９６５年～１９９４年の研究 ３０９

３．１９９５年以降の研究 ３１７

４． おわりに ３２１

Ⅱ 森林組合論関連文献 ３２６

Ⅲ 森林組合論選著解題 ３３９

第９章 木材産業論（定性分析） ３４５

（村嶌由直・荒谷明日�・武田八郎・野田英志・加藤滋雄）

Ⅰ 木材産業論（定性分析）の研究動向 ３４５

１． はじめに ３４５

２． 木材産業・流通の戦後再編－１９６０年以前－ ３４６

３． 外材輸入による流通再編－６０～８０年代後半－ ３５０

４． 今後の課題 ３６５

Ⅱ 木材産業論（定性分析）関連文献 ３７２

Ⅲ 木材産業論（定性分析）選著解題 ３８２

第１０章 木材産業論（定量分析）（行武潔・立花敏・久保山裕史） ３８５

Ⅰ 木材産業論（定量分析）の研究動向 ３８５

１． はじめに ３８５

iv v

／【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／日本林業調査会／１７１４３７／目次  2006.11.06 09.43.32  Page 700 Black



１． 入会研究の主要論点・学説史概要 １７３

２． 林政学分野の入会研究の系譜 １７８

３． 研究論文整理 １８２

４． 入会研究のコモンズ研究化 １９１

Ⅱ 入会林野論関連文献 １９７

Ⅲ 入会林野論選著解題 ２０１

第５章 国有林野論（神沼公三郎・飯田繁・大浦由美） ２０５

Ⅰ 国有林野論の研究動向 ２０５

１．１９７０年代初頭まで ２０５

２．１９７０年代初頭から１９８０年代終盤の研究動向 ２０７

３．１９９０年代以降の研究動向 ２０９

４． 国有林研究の意義と今後の方向性 ２１２

Ⅱ 国有林野論関連文献 ２１９

Ⅲ 国有林野論選著解題 ２３０

第６章 林家経営論（佐藤宣子・興梠克久・田中亘・能本美穂） ２３３

Ⅰ 林家経営論の研究動向 ２３３

１． 林家経営論の視角と方法 ２３３

２． 戦後林家研究発展の端緒 ２３５

３． 大規模林家研究の展開 ２３５

４． 中小林家研究の動向 ２４０

５． 近年の研究動向と今後の課題 ２４７

Ⅱ 林家経営論関連文献 ２５５

Ⅲ 林家経営論選著解題 ２６４

第７章 林業労働論（小池正雄・菊間満・古川泰） ２６９

Ⅰ 林業労働論の研究動向 ２６９

１． はじめに ２６９

２． 戦後復興期までの林業労働研究の展開 ２７１

３． 高度経済成長期以降バブル期まで ２７３

４． バブル期以降１９９０年代末まで ２７８

５．２１世紀に入った現在における林業労働研究の現状 ２８３

Ⅱ 林業労働論関連文献 ２９０

Ⅲ 林業労働論選著解題 ３０２

第８章 森林組合論（笠原義人・鈴木喬・井口隆史・枚田邦宏） ３０７

Ⅰ 戦後森林組合論の研究動向 ３０７

１．１９６４年以前の研究 ３０７

２．１９６５年～１９９４年の研究 ３０９

３．１９９５年以降の研究 ３１７

４． おわりに ３２１

Ⅱ 森林組合論関連文献 ３２６

Ⅲ 森林組合論選著解題 ３３９

第９章 木材産業論（定性分析） ３４５

（村嶌由直・荒谷明日�・武田八郎・野田英志・加藤滋雄）

Ⅰ 木材産業論（定性分析）の研究動向 ３４５

１． はじめに ３４５

２． 木材産業・流通の戦後再編－１９６０年以前－ ３４６

３． 外材輸入による流通再編－６０～８０年代後半－ ３５０

４． 今後の課題 ３６５

Ⅱ 木材産業論（定性分析）関連文献 ３７２

Ⅲ 木材産業論（定性分析）選著解題 ３８２

第１０章 木材産業論（定量分析）（行武潔・立花敏・久保山裕史） ３８５

Ⅰ 木材産業論（定量分析）の研究動向 ３８５

１． はじめに ３８５

iv v

／【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／日本林業調査会／１７１４３７／目次  2006.11.06 09.43.32  Page 700 Black



２． 価格分析 ３８５

３． 生産構造分析 ３８８

４． 市場分析 ３９１

５． 森林経営分析 ３９５

６． 産業連関分析・コウホート分析等 ３９７

７． 総合モデル等 ３９９

８． おわりに ４０１

Ⅱ 木材産業論（定量分析）関連文献 ４１２

Ⅲ 木材産業論（定量分析）選著解題 ４２４

第１１章 林業史（加藤衛拡・成田雅美・脇野博） ４２９

Ⅰ 林業史の研究動向 ４２９

１． 概観 ４２９

２． 地域林業史 ４３１

３． 林野制度史 ４３５

４． 林業技術史 ４３９

５． 林業史研究の課題 ４４２

Ⅱ 林業史関連文献 ４４４

Ⅲ 林業史選著解題 ４５５

第１２章 山村問題（野口俊邦・宮林茂幸・伊藤勝久・原研二） ４５９

Ⅰ 山村問題の研究動向 ４５９

１． 戦後～１９７０年代の研究動向 ４５９

２．１９８０年代の研究動向 ４６４

３．１９９０年以降の研究動向 ４７０

４． おわりに ４７９

Ⅱ 山村問題関連文献 ４８０

Ⅲ 山村問題選著解題 ４９０

第１３章 自然保護・市民参加論（柿澤宏昭・齋藤和彦・山本信次） ４９３

Ⅰ 自然保護・市民参加論の研究動向 ４９３

１． 自然保護問題の発生と初期の研究 ４９３

２． 森林における環境保護論の展開 ４９５

３． 知床伐採問題をめぐる議論 ４９７

４．９０年代における展開 ４９９

５． 新たな概念装置の提起、これからの展望 ５０４

Ⅱ 自然保護・市民参加論関連文献 ５１０

Ⅲ 自然保護・市民参加論選著解題 ５１７

第１４章 観光開発・交流・森林レクリエーション研究

（土屋俊幸・八巻一成・栗栖祐子） ５２１

Ⅰ 観光開発・交流・森林レクリエーションの研究動向 ５２１

１． はじめに ５２１

２． 観光レクリエーション研究の意義 ５２２

３．「観光開発・リゾート開発」に関する研究動向 ５２４

４．「都市と山村の交流」に関する研究動向 ５２９

５．「森林レクリエーション」に関する研究動向 ５３５

Ⅱ 観光開発・交流・森林レクリエーション関連文献 ５４１

Ⅲ 観光開発・交流・森林レクリエーション選著解題 ５４８

第１５章 環境経済学（永田信・柴崎茂光・庄子康） ５５３

Ⅰ 環境経済学の研究動向 ５５３

１． はじめに ５５３

２． 初期の研究 ５５３

３． 水源林の費用負担問題 ５５５

４． 林業（森林管理）助成論 ５５６

５． 環境価値の貨幣評価 ５５９

６． 森林資源勘定 ５６１

vi vii

／【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／日本林業調査会／１７１４３７／目次  2006.11.06 09.43.32  Page 702 Black



２． 価格分析 ３８５

３． 生産構造分析 ３８８

４． 市場分析 ３９１

５． 森林経営分析 ３９５

６． 産業連関分析・コウホート分析等 ３９７

７． 総合モデル等 ３９９

８． おわりに ４０１

Ⅱ 木材産業論（定量分析）関連文献 ４１２

Ⅲ 木材産業論（定量分析）選著解題 ４２４

第１１章 林業史（加藤衛拡・成田雅美・脇野博） ４２９

Ⅰ 林業史の研究動向 ４２９

１． 概観 ４２９

２． 地域林業史 ４３１

３． 林野制度史 ４３５

４． 林業技術史 ４３９

５． 林業史研究の課題 ４４２

Ⅱ 林業史関連文献 ４４４

Ⅲ 林業史選著解題 ４５５

第１２章 山村問題（野口俊邦・宮林茂幸・伊藤勝久・原研二） ４５９

Ⅰ 山村問題の研究動向 ４５９

１． 戦後～１９７０年代の研究動向 ４５９

２．１９８０年代の研究動向 ４６４

３．１９９０年以降の研究動向 ４７０

４． おわりに ４７９

Ⅱ 山村問題関連文献 ４８０

Ⅲ 山村問題選著解題 ４９０

第１３章 自然保護・市民参加論（柿澤宏昭・齋藤和彦・山本信次） ４９３

Ⅰ 自然保護・市民参加論の研究動向 ４９３

１． 自然保護問題の発生と初期の研究 ４９３

２． 森林における環境保護論の展開 ４９５

３． 知床伐採問題をめぐる議論 ４９７

４．９０年代における展開 ４９９

５． 新たな概念装置の提起、これからの展望 ５０４

Ⅱ 自然保護・市民参加論関連文献 ５１０

Ⅲ 自然保護・市民参加論選著解題 ５１７

第１４章 観光開発・交流・森林レクリエーション研究

（土屋俊幸・八巻一成・栗栖祐子） ５２１

Ⅰ 観光開発・交流・森林レクリエーションの研究動向 ５２１

１． はじめに ５２１

２． 観光レクリエーション研究の意義 ５２２

３．「観光開発・リゾート開発」に関する研究動向 ５２４

４．「都市と山村の交流」に関する研究動向 ５２９

５．「森林レクリエーション」に関する研究動向 ５３５

Ⅱ 観光開発・交流・森林レクリエーション関連文献 ５４１

Ⅲ 観光開発・交流・森林レクリエーション選著解題 ５４８

第１５章 環境経済学（永田信・柴崎茂光・庄子康） ５５３

Ⅰ 環境経済学の研究動向 ５５３

１． はじめに ５５３

２． 初期の研究 ５５３

３． 水源林の費用負担問題 ５５５

４． 林業（森林管理）助成論 ５５６

５． 環境価値の貨幣評価 ５５９

６． 森林資源勘定 ５６１

vi vii

／【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／日本林業調査会／１７１４３７／目次  2006.11.06 09.43.32  Page 702 Black



７． グローバルな視点からの研究 ５６３

８． おわりに ５６４

Ⅱ 環境経済学関連文献 ５７１

Ⅲ 環境経済学選著解題 ５７９

第１６章 海外地域研究（関良基・竹田晋也・原田一宏・増田美砂・横田康裕）

５８３

Ⅰ 海外地域研究の研究動向 ５８３

１． はじめに ５８３

２． 東アジア地域 ５８３

３． 東南アジア ５９０

４． 島嶼部東南アジア ５９２

５． 大陸部東南アジア ６０１

６． その他の発展途上国 ６０３

Ⅱ 海外地域研究関連文献 ６０６

Ⅲ 海外地域研究選著解題 ６２１

第１７章 比較森林政策論（石井寛・大田伊久雄・堀靖人） ６２５

Ⅰ 比較森林政策論の研究動向 ６２５

１． 戦前の研究 ６２５

２． 戦後初期の研究 ６２６

３．１９５５年から１９８０年までの研究 ６２８

４．１９８１年から２００５年までの研究 ６３１

５． 戦後比較森林政策論研究の特徴 ６４１

Ⅱ 比較森林政策論関連文献 ６５２

Ⅲ 比較森林政策論選著解題 ６６５

おわりに 林業経済学会５０周年記念事業特別委員会委員長 笠原義人 ６７１

viii ix

／【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／日本林業調査会／１７１４３７／目次  2006.11.06 09.43.32  Page 704 Black




